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◇
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施
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；
２

０
１

６
年

０
９

月
１

１
日

（
日

）
 

晴
時

々
曇

 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
川

島
 

功
、

畑
林

清
子

、
 

生
熊

千
満

子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
名

。
 
 

 
 
 

 
８

月
２

８
日

か
ら

台
風

の
影

響
に

よ
り

雨
天

順
延

し
て

来
た

が
、

本
日

も
 

午
後

か
ら

雨
の

予
報

で
あ

り
、

天
候

を
勘

案
し

て
８

時
発

と
し

た
。
 

早
朝

よ
り

天
候

も
良

く
沖

﨑
車

で
走

行
。

四
ノ

川
林

道
の

奥
で

法
面

工
事
 

等
の

為
、

業
者

の
出

入
り

で
地

道
林

道
の

路
面

は
良

く
整

備
さ

れ
て

い
る

。
 

最
初

の
広

い
カ

ー
ブ

地
点

に
三

重
ナ

ン
バ

ー
の

車
が

約
十

数
台

駐
車

さ
 

れ
て

い
る

、
何

処
へ

登
っ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

？
 

登
山

口
に

着
く

と
上

部
 

で
話

し
声

が
す

る
。
 

畑
林
・
生

熊
さ

ん
は

四
国
・
石

鎚
山

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
で

昨
日

、
紀

宝
町

・
 

大
烏

帽
子

山
へ

登
り

、
今

日
も

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
兼

ね
て

参
加

と
の

事
か

ら
 

全
員

モ
ノ

レ
ー

ル
を

使
わ

ず
徒

歩
で

登
る

。
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
の

軽
油
・
潤

滑
油

を
入

れ
る

既
存

箱
の

蓋
が

ト
タ

ン
の

た
め

危
 

な
い

と
、

大
江

徳
子

さ
ん

寄
贈

の
コ

ン
テ

ナ
収

納
箱

に
取

り
替

え
る

。
 

 
佐

田
ノ

辻
に

登
る

と
1
0
マ

ウ
ン

テ
ン

一
行

約
３

５
名

が
ベ

ン
チ

等
で

休
憩
 

さ
れ

て
い

た
。
行

仙
岳

に
登

り
白

谷
ト

ン
ネ

ル
東

口
へ

下
山

の
た

め
に

、
四

ノ
 

川
林

道
に

駐
車

し
た

と
の

こ
と

。
 

内
山

氏
は

、
青

木
さ

ん
に

世
話

に
な

っ
た

の
で

宜
し

く
伝

え
て

欲
し

い
と

託
 

る
。
又

、
山
川

氏
か

ら
、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
に

入
会

し
た

い
と

の
嬉

し
い

話
 

が
あ

り
大

歓
迎

だ
と

名
刺

を
渡

す
。
 

 
行

仙
岳

へ
登

る
1
0
マ

ウ
ン

テ
ン

の
会

を
見

送
り

、
雲

間
か

ら
青

空
も

見
え

、
 

管
理

棟
の

毛
布

を
干

す
こ

と
に

す
る

。
ロ

ー
プ

を
張

っ
た

だ
け

で
は

干
せ

ず
、
 

管
理

棟
の

屋
根

に
干

そ
う

と
玄

関
側

屋
根

に
梯

子
を
掛

け
、
毛

布
を
放

り
上
げ
 

て
貰

い
、
川

島
が

本
屋

根
で

毛
布

を
干

し
て

い
る

と
、
左

上
腕

部
が
突
然
痛

い
、
 

ア
ブ

か
と
叩

く
と
ス
ズ
メ

バ
チ

で
あ

っ
た

。
 

玄
関

屋
根

上
の

本
屋

根
軒

下
か

ら
ス
ズ
メ

バ
チ

が
数

十
匹
湧
き

出
し

て
い
 

る
、

し
ゃ

が
み

こ
み

、
そ

ろ
り

そ
ろ

り
と

屋
根

上
で
巣

を
離

れ
る
様

に
移
動
 

し
た

が
、
興
奮

し
た
ス
ズ
メ

バ
チ

が
飛
び
交

い
左
足

・
頭

を
２
箇
所

刺
さ

れ
 

る
。

下
に
居

た
沖

﨑
氏

も
頭

に
１
箇
所

刺
さ

れ
る

。
 
 

 
梯

子
を
北

側
に
移
動

し
て

毛
布

を
干

し
て
降

り
、
食
料

を
冷
や

し
て

い
た
保
 

冷
材

で
患

部
を
冷
や

す
。
常

備
救
急

箱
に

は
、
虫

刺
さ

れ
処
置

の
薬

が
無

く
今
 

後
補
充

し
た

い
。
 

 
こ

の
間

に
、
畑

林
さ

ん
は

行
者
堂

の
シ
キ
ビ
・
盆
菓

子
を

替
え

る
。
又

、
畑
 

林
・
生

熊
さ

ん
は

、
行

仙
宿
・
毛

布
棚

の
毛

布
の

間
に
防
虫
剤

を
挟

ん
で

下
さ
 

る
。
 

 
 

 

 
昼

食
中

 
 

 
 

 
 

 
管

理
棟

の
毛

布
干

し
 

 
 

本
日

の
参

加
者
 

 

 
早
目

の
昼
食

と
し

、
休

憩
し

て
い

る
と
小

屋
内

に
も
ス
ズ
メ

バ
チ

が
３
匹

入
 

っ
て

く
る

。
 

昼
食

も
終

り
、
川

島
は

干
せ

な
か

っ
た

毛
布

を
長

い
垂

木
で

屋
根

か
ら
降

ろ
 

し
て

干
す

。
管

理
棟

玄
関
前

で
、
ス
ズ
メ

バ
チ

の
巣

の
場
所

を
確
認

の
た

め
、
 

じ
っ

ー
と
観
察

し
て

い
る

と
、
突
然
飛
翔
中

の
ス
ズ
メ

バ
チ

が
左
睫

毛
辺

り
 

に
体
当

り
さ

れ
刺

さ
れ

る
。
 

 
早

め
に

毛
布

を
収

納
す

る
事

に
な

り
、

川
島

が
屋

根
上

の
毛

布
を
落

し
て
 

沖
﨑

・
濱

野
氏

が
管

理
棟

内
に
運
び

、
畑

林
・

生
熊

さ
ん

が
畳

ん
で

収
納

。
 

毛
布

を
降

ろ
し

て
、

川
島

は
小

屋
で

休
ん

で
い

る
間

に
、

毛
布

を
た

た
ん
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で
い

た
畑

林
さ

ん
( 左
頬
) 、

ロ
ー

プ
を

回
収

す
る
作

業
中

に
沖

﨑
( 右
手
甲
) ・

 

濱
野
( 首

) 氏
が

、
各

一
ヶ
所

刺
さ

れ
る

。
 

 
 

 
蜂

に
刺

さ
れ

た
事

も
あ

り
早

々
に

下
山

の
た

め
、
室

内
の

後
片
付

け
と
戸
 

締
り

を
し

て
下

山
す

る
。
 

一
番
弱

い
所

を
刺

さ
れ

た
川

島
は

、
お
岩

さ
ん

見
た

い
に
腫

れ
こ
み

、
右
目
 

片
方

で
下

山
す

る
。

畑
林

さ
ん

は
２

日
後

に
大
き

く
腫

れ
医

者
へ

。
 

 
1
0
マ

ウ
ン

テ
ィ

ン
会

の
車

は
、

登
頂

を
終

え
無

か
っ

た
。
 

 
次

回
に

は
、
ハ

チ
ジ
エ
ッ

ト
等

で
、
ス
ズ
メ

バ
チ

の
巣

を
撤
去

す
る
必
要
 

が
あ

る
。
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2
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仙
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9
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1
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4
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2
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1
2
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2
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布
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行
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2
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4
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5
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仙
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登
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口

1
3
:
2
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→
1
4
:
5
0
新

宮
。
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